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盛………

も

大

関

な幼
児
傑
宵

人
的
情
的
形
成
に
最
も
緩
察
な

幼
党
総
に
、
子
供
H
M
、
福
内
線
の

も
と
で
.
持
拡
拙
明
に
包
ま
れ
て
育

て
ら
れ
る
の
が
滋
ま
し
い
姿
で

す。
し
か
し
、
関
雄
輔
が
綴
気
や
刊
朝

済
的
則
捌
極
点
出
で
、
わ
が
子
を
党
A
T

に
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

家
附
臓
が
多
い
の
も
響
楽
で
す
。

イ
ン
フ
レ
物
価
高
時
中
で
、

》つ

と
ほ
し

場
一
滋
の
た
め
に
、
減
税
が
そ
ろ

っ
て
職
場
に
山
刷
嘉
例
が
、
ふ
え

て
い
ま
す
。

そ
的
た
め
に
も
、
保
管
拙
暗
殺

丹
後
織
を
急
が
を
け
れ
ば
者
り

ま
せ
ん
命

中
市
は
、
羽
田
を
に
な
う
子
ど

も
た
ち
が
、
健
全
に
務
ゥ
て
ほ

し
い
と
緩
い
、
係
樹
時
陶
闘
の
新
総

心
身
障
審
制
知
的
進
醐
閣
総
体
棋
の
問
問

還
を
は
か
つ
て
き
ま
し
た
6

今
後
も
、
人
日
町
滋
加
と
主

錦
町
験
場
進
出
回
が
気
込
ま
れ
‘

ま
す
ま
す
係
務
楠
脳
内
役
制
闘
は
、

鍾
要
と
な
っ
て
〈
る
で
し
主
う
。

今
回
聞
は
‘
党
蜜
制
加
札
慨
を
と
ゆ

あ
げ
、
保
育
闘
酬
の
淡
況
主
将
来
、

そ
し
て
、
そ
れ
に
附
問
唯
識
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
問
題
を
考
え
て
み
ま

少

者

い

闘
か
ら
の
鵠
助
制
金

補
哨
骨
位
、
市
内
に
は
、
事
波
倒
神

榔
悶
図
開
閥
均
所
(
寿
・
総
・
柑
開
花

台
・
双
山
叫
孫
子
〉
と
訓
私
立
山
博
蜘
同

開
槻
が
関
ヵ
品
開
あ
り
ま
す
金

零
品
艇
か
ら
ず
五
歳
ま
で
の
磁
気

得意なポーズで党気tこはしゃぐ顕!だたち{湖北合係資自由)

議

昭和田年広市立保育盟は10関iこ

リ
ー
ス
方
式
で

新

国

建

設

市
内
品
保
育
園
N
M
‘
続
孫
子
地

区
に
二
九
段
・
東
我
孫
子
・
滅

北
会
主
、
一
部
時
総
波
に
か
た

よ
っ
て
い
ま
す
お

こ
れ
か
ら
は
、
冷
市
門
会
竣
に

館
後
き
抗
る
よ
う
に
、
油
開
}
…
ρ
・

並
木
・
久
守
家
'
柴
蹴
問
維
新
木
令

官
叩
役
会
地
町
誌
に
‘
料
開
設
を
考
え

て
お
り
、
す
で
に
、
こ
の
計
一
聞

は
、
級
一
次
五
ヵ
年
針
演
に
‘
も

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ニ
的
計
画
が
申
筑
波
す
る
と
、

総
和
五
十
一
一
一
年
に
は
、
市
立
保

育
同
期
十
・
出
私
立
問
悶
と
十
図
的
保

育
障
が
山
出
そ
ろ
い
、
閣
官
開
聞
榔
問
先

数
一
一
一
ハ
〉
五
人
対
し
て
、
一

m
闘
の

O
人
が
、
入
期
間
で
一
さ
る
こ

と
に
な
ゆ
ま
す
。

援
問
料
は
、
現
絞
め
二
位
川
波
〈

に
ふ
え
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
を
完
成
か
治
せ
る
た
め

に
は
‘
対
緩
め
篠
田
悼
と
‘
制
崩
や

県
へ
の
愉
閣
時
制
金
持
滋
師
酬
を
働
き

か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

L
か
し
、
時
間
線
的
鍛
緒
的
問
品
開

い
保
育
園

ずつ1 毎
炉
、
八
時
吋
か
ら
m
附
腕
吋
口
一
十
分
ま

で
、
崎
構
図
ゑ
議
を
お
〈
っ
て
い

ま
す
。総
務
附
間
十
九
年
的
議
計
で
は

御
前
後
育
児
数
時
一
四
九
混
入
で
、

そ
的
う
ち
保
育
関
閣
に
滋
開
閉
し
て

い
る
密
閉
加
は
、
八
六
五
人
と
を

っ
て
お
り
、
収
怒
市
中
は
、
五
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
む
〈
八
千

代
志
的
冷
A
H
m
間
十
九
年
四
汚
一

日
で
問
問
+
間
関
パ
ー
セ
ン
ト
〕

保
育
開
闘
に
入
号
た
〈
て
も
入

れ
な
い
幼
児
が
十
人
に
四
人
も

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

市
内
に
は
、
問
問
十
続
ほ
ど
の

家
援
が
、
子
供
を
係
官
同
僚
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き

f
‘
他
人
に

あ
ず
か
勺
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
a

淵
怖
在
、
中
聞
は
.
保
育
に
削
閉
ま

っ
て
い
る
家
庭
を
綴
先
約
に
入

磁
器
せ
る
た
め
に
、
家
出
輪
状
拙
偶

者
点
数
制
制
で
審
査
し
、
人
間
関
況

を
淡
浴
し
て
い
ま
令
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
か

と
誘
う
と
、
市
だ
け
の
叫
制
緩
で

は
、
保
育
開
闘
の
逮
設
は
む
ず
か

し
く
、
緩
や
県
か
ら
的
議
効
ム
識

も
少
を
い
た
め
で
す
第

た
と
え
ば
も
縁
係
資
額
肉
強

殺
事
情
常
時
買
を
と
っ
て
見
る
と
宅

び
は
考
千
」
り
れ
な
い
の
で
、
治

は
、
時
時
年
十
二
月
三
日
に
後
成

し
た
来
品
開
時
怜
子
然
鳴
門
附
闘
の
よ
う

な
、
ワ
ー
ス
中
M
A
凡
内
綴
閣
を
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
方
式
は
‘
県
内
で
は
絞

め
て
で
、
市
削
が
、
個
人
的
土
地
・

連
絡
を
懲
り
受
け
て
、
国
体
協
符
開
聞

を
附
開
設
す
る
と
い
う
も
の
℃
す
。

こ
札
H
M
、
土
地
や
そ
の
総
務

物
緩
め
柑
県
上
り
に
よ
り
、
潟
地

的
確
保
が
、
む
ず
か
し
〈
な
っ

て
撃
た
た
め
で
寸
。

こ
れ
か
ら
も
、
土
地
内
先
行

取
得
と
り

l
ス
方
火
を
総
み
合

わ
せ
て
係
資
限
内
部
刺
殺
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

毎
年
、
…
関
づ
っ
間
体
育
問
閣
を

建
設
し
て
い
け
ば
、
今
ま
で
の

よ
う
な
こ
と
は
、
を
く
な
ゆ
ま

恥

9AUと
め
計
百
酬
が
完
成

t
た
終
は

き
っ
と
、
あ
な
た
が
仲
は
ん
で
い

る
汲
紛
に
も
、
絡
し
い
係
榔
阿
期
出

が
で
き
る
で
し
ょ
う
@

要係機児童量的縫移と縫普f品
格
制
酬
セ

o
m
O万
円
で
、
一
山
稜

財
線
二
岡
山
間
開
。
万
田
円
、
総
彼
自

一
0
0万
円
、
同
期
や
闘
附
か
ら
的

油
開
励
金
は
、
わ
ず
か
五

0
0万

円
で
す
。

総
数
焚
め
は
左
ん
ど
を
倹
入

金
に
た
よ
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。し
か
し
、
幼
児
的
機
綴
を
考

え
る
と
、
財
甜
聞
が
少
な
い
、
組
問
隣

会
が
少
な
い
と
、
を
げ
い
て
ば

か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

中
市
は
、
今
様
、
り
ー
ス
方
式

内
線
清
明
、
.
保
帯
問
機
的
充
実
を

は
か
つ
て
い
く
考
え
で
す
。

ス
タ

i
ト
し
た

心
身
陣
害
児
対
策

時
開
年
占
混
成
し
た
「

U.ま
わ
。

開
闘
い
は
、
三
歳
か
ら
十
八
法
ま

で
や
心
身
師
陣
議
問
九
十
名
が
、
巡

閲
し
て
い
ま
す
。

「
び
ま
わ
り
隠
し
の
一
昨
羽
は

十
時
吋
に
品
開
ま
9
、
体
制
悌
や
督
府
取

な
ど
で
、
一
円
む
も
早
〈
.
…
人

で
身
時
間
閥
り
の
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
保
母
普
ん
五
人
が

か
か
り
っ
き
り
や
、
保
育
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
る

子
ど
も
た
ち
の
成
長
め
療
を

徐
ば
そ
う
と
一
生
扱
ぬ
で
す
。

現
在
、
士
市
内
に
は
、
島
苛
徐
問
時

擦
問
忠
三
十
七
名
・
相
知
樹
品
お
〈
れ

丹
子
ど
も
が
間
四
十
一
名
お

9
‘

仙
問
中
市
内
紛
殺
に
通
開
閉
し
て
い
る

田
ん
裁
が
、
十
六
患
お
り
，
ま
す
e

叶
ひ
ま
わ
り
路
」
い
い
滋
附
幽
し

て
い
る
兇
笈
は
、
全
体
か
ら
悶
悶

る
と
わ
ず
か
な
数
で
す
α

ニ
の
拍
暗
殺
ほ
、
知
市
山
お
く
れ

の
子
ど
も
の
た
め
的
も
の
で
、

数
体
不
務
児
の
議
款
は
、
市
内

に
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

「
U
ま
わ
り
聞
出
L

的
オ
ー
プ

ン
は
、
緩
い
回
開
‘
き
け
ば
れ
て

き
た
心
身
路
線
兇
対
策
的
第
一

歩
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
a

そ
的
一
移
が
や
っ
と
‘
蹴
柑
み

出
品
杏
れ
た
わ
け
で
す
e

少
し
で
も
浮
く
、
股
然
不
向
同

田
ゐ
的
機
拙
路
間
凶
蹄
間
制
訓
練
が
で
き
る

縫
四
訟
を
つ
〈
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

中
市
内
に
ル
臨
む
、
め
ぐ
ま
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
中
市

は
、
き
ら

か
っ
て
い

す。
多

い

幼

韓

関

韓

国

論

望

者

幼
掛
慌
糊
闘
の
数
H
M

、
混
在
中
ハ
冶

新
あ
り
、
間
嶋
凶
ル
数
件
同
‘
二
一
一
二

五
人
で
す
。

幼
佐
世
極
的
問
問
的
は
‘
州
開
蜘
待
相
凶

と
は
異
な
号
、
幼
閥
均
的
パ
ラ
ト

ス
の
と
れ
た
発
途
を
は
か
り
、

健

全

企

心

ま

廿

議

長

う

こ

と
で
す
9

し
か
し
‘
保
育
問
則
的
給
対
数

が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
出
陣

湾
総
に
入
制
閣
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
舎
も
、
品
刷
機
関
が
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
e

今
で
は
、
前
尽
か
ら
な
ら
ん

で
、
入
額
申
込
岡
地
紙
を
も
ら
、
予

附
円
が
多
い
よ
う
で
す
e

こ
的
よ
う
な
状
況
を
な
〈
す

た
め
に
も
、
療
が
、
間
部
抑
悶
間
関
部
刺

殺
計
綴
を
着
実
に
、
実
行
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

設計繭館腎圏
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毎月 l・1事E発行

関韓

知事。県襲覧E時諜
役主義 R庁内場所

守支

不
在
者
投
票
の
ど
朝
関
を

又
は
滞
在
中
的
中
巾
区
釘
叫
刊
の
選

挙
管
磯
委
員
会
で
不
在
者
投
稿
愉

を
日
行
な
う
、

V

人
一
試
問
明
蜘
官
発
行
縫

品
鳴
が
な
い
場
合
等
は
疎
開
明
嚇
劇
的

機
密
が
必
裂
で
す
。

叫
に
該
当
す
る
ぢ
で
、
抑
粥
附
加
に

入
秒
間
や
め
方
は
そ
の
病
恰
怖
が

不
在
者
殺
議
採
定
権
時
縦
で
あ
る

と
専
は
、
そ
の
術
総
長
に
対
し

て
そ
の
抽
削
除
、
そ
の
援
に
対
し

て
申
出
て
不
謀
者
投
爾
慣
を
行
な

っ
て
下
さ
い
。

知
事
選
は
3
月
刊
何
時
j
ヰ
丹
世
間

擦
議
選
詰
ヰ
持
1
関
i
4
月
間
凶
器

不
在
者
投
吋
訴
は
選
挙
の
幾
日
薬
入
場
券
を
持
参
向
上
、
議
挙

や
む
を
得
な
い
用
刑
務
ま
た
は
務
答
期
療
員
会
に
て
行
な
う
。

般
的
た
的
、
童
書
へ
行
っ
て
凶
作
い
該
激
す
る
場
合
同
同
問
機
事

役
務
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
祭
隊
等
内
長
的
絞
開
明
世
習
を
紛
え

あ
る
制
笈
で
、
次
に
談
当
す
る
本
人
が
綴
滋
で
油
開
求
し
、
旅
行

方
は
不
在
者
役
割
散
が
で
事
ま
す
e

イ
柑
叫
加
知
子
市
区
域
以
外
同
市
制
町

村
等
で
総
務

X
H
H業
務
に
従
事

中
で
あ
る
ぢ

U
り
や
む
を
得
者
い
期
務
又
は
世
情

絞
め
た
め
災
孫
子
市
的
統
域
以

外
に
旅
行
中
又
は
機
即
答
や
め
翁

ハ
選
挙
人
が
疾
病
，
気
附
問
・
級

協
叩
そ
的
能
等
で
移
行
が
瀧
脅
し
く

間
出
錐
全
労
‘
あ
る
い
は
監
銭
・

少
年
院
・
愉
附
議
後
に
押
執
務
き
れ

て
い
る
方
。

4
R

不
審
構
噛
投
擦
を
協
引
な
う
犠
合

り
い
い
該
当
す
る
ぢ
は
湾
総
ず
る

事
裁
所
響
町
長
内
絞
問
委
、
投

郵
送
に
よ
る
在
者
投
票
制
度

地W
心
酬
猟
・
と
ん
問
機
・
時
磁
器
の

隣
陣
懇
の
穏
耐
叫
が
一
一
絵
も
し
〈

は
一
一
一
級
的
方

こ
の
刷
刷
皮
を
利
回
附
す
る
た
め

に
は
、
あ
ら
か
と
め
市
選
挙
管

務
委
員
会
に
域
諸
惜
し
、
「
郵
便

役
務
経
開
明
惜
習
い
的
交
付
を
受
け

て
お
く
心
雨
宮
が
あ
り
ま
す
s

お

早
め
に
ゆ
綴
し
て
く
だ
幸
い
。

(
選
挙
後
期
峨
委
員
会
}

mm
秘
忍
十
年
間
丹
十
…
…
一
円
日
に

行
な
わ
れ
る
統
…
品
地
方
選
本
か

ら
、
身
体
に
拙
陣
車
問
が
あ
る
た
め

学
片
付
的
箆
維
な
や
力
が
、
均
凶
耐
叫
に

い
た
ま
ま
郵
便
に
よ
り
投
宿
泊
で

き
る
制
制
緩
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
務
乎

綴
を
も
ヮ
て
い
る
方
の
う
ち

。
尚
一
?
紋
‘
仕
陣
品
料
の
隣
陣
蜘
常
的
穏

申
挽
が
…
級
ま
た
は
二
級
的
方

ギ旨伎1ずのー膏s'お総合同一節・続本

.1慈々 警警.J草案全寮・郵政官署

わ①町一書事・ときわゆ

第2投書籍区役要露見時
事主主嘉子第Z小学校

第s殺事翼区役察所
我孫子第3小学校

983 
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我
孫
子
市
銀
概
念
的
ご
好
尚
昆

で、

g
縦
・
祭
闘
で
も
お
皇
帝

さ
ん
に
み
て
も
ら
え
る
よ
う
に

を
リ
ま
し
丈

こ
の
剣
複
は
、
日
経
・
ル
muμ

に
急
病
に
な
ら
れ
た
方
脅
診
療

す
る
も
の
で
、
以
前
か
ら
具
合

が
緩
い
の
を
数
爾
し
て
い
た
と

か
、
俊
市
併
や
品
川
'
校
が
休
み
だ
か

ら
と
い
っ
た
経
由
に
よ
る
ち
を

捻
然
す
る
も
町
で
は
あ
冷
ま
せ

ん。
也
市
災
の
み
な
さ
ん
に
は
‘
ニ

同
点
を
ど
制
措
帥
貯
ね
が
い
「
口
μ
総

・
休
日
品
川
番
脳
血
創
出
世
L

を
有
効

に
ど
制
刊
尽
く
ど
き
い
。

持制事事!l.
ベぷ言

...~ 

毘
同
崎
明
か
ら
後
凝
縮
百
帽
識
に

心
が
け
よ
う

ふ
凶
}
W

帥
執
念
病
践
を
司
山
川
刊
同
期
く
ど
き

1
b
 (
品
拭
急
務
総
H
H

我
孫
子
中
梅

融
制
緩
'
小
金
出
問
機
a

ア
v
h
コ

外
科
で
す
)

③
品
百
体
附
的
問
附
川
仙
、
必
ず
保
険
統

を
ご
持
参
く
だ
普
い
@

(
同
開
校
託
金
持
参
さ
れ
を
い

と
治
資
診
療
に
な
り
ま
す
〉

③
u
u
熔
'
休
日
以
持
品
骨
盤
は
、
往

体
附
い
た
し
ま
せ
ん
台

⑤
専
門
以
外
的
患
者
さ
ん
的
診

僚
に
は
、
応
ヒ
ら
れ
を
い
場

合
が
あ
り
ま
す
e



主声

す
ニ

カミ

を

相つ

特組・
9
月
1
毘
か
ら
知
識
・

2
舟
盟
問
ま
で
記
生
ま
れ
た
方

ぷ
ン
ス
を
つ
け
て
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
心
な
き
人
に
扮
ら

れ
た
り
、
後
か
れ
た
れ
ソ
し
て
い

議

γ本
の
輔
盟
副
制

コ
ブ
シ

サ
ツ
キ
へ
大
盃
)

守
櫨
燃
の
岨
咽
器
開

各
家
庭
的
磁
に
姑
植
え
て
い
た

だ
事
ま
す
が
‘
践
が
を
い
場

合
(
品
情
家
な
ど
に
お
銭
い
の

高
〉
は
公
開
捌
に
吋
鍛
え
き
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

世

v
銭
当
者

同
明
和
料
開
十
九
年
九
丹
一
日
か

ら
昭
和
小
品
十
年
二
月
ス
十
八

呂
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

，A
 

酎

v
釘
腕
吋

…
一
一
党
三
十
笥
(
日
〉
午
前
九

時
か
ら
午
後
一
一
時
吋
ま
で
。

wv
翻臨骨叩構噛瀦

市
役
所
主
冨
泊
中
品
附
閥
、
天
烹
品
開

制
帆
一
行
時
陥
咽
地
内
柑
孫
、
制
開
作
品
交
所
、

相
朔
北
台
支
所
、
お
依
支
所
、

八
柄
引
神
社
機
内
放
水
投
薬

寸
前
〈
ア
ピ
コ
フ
ア
ミ
ザ

i
ポ

ー
ん
鶴
〉

手
賀
浴
公
開
酬
と
相
州
品
仙
台
中
央

公
開
槻
山
内
に
あ
る
滋
漁
師
丘
に
州
側

齢
別
し
た
潜
水
町
鰐
本
か
が
、
フ

i珍持 1• 16器発行

本
を
滋
ま
な
い
で

(4) 

ま
す
。市
川
氏
と
し
て
‘
ま
た
一
人
的

人
間
と
し
て
こ
の
よ
う
な
行
な

い
は
総
対
均
る
苦
れ
る
も
拘
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

米
来
を
に
な
う
子
供
班
拾
の
た

め
に
も
火
切
に
育
て
て
や
り
ま

し
ょ
う
a

子
ど
も
途
が
成
人
に
を
る
こ

ろ
に
は
、
+
小
川
同
大
き
く
な
号
、

り
っ
ぱ
な
畿
生
時
氏
が
生
ま
れ

る
は
ず
で
す
。

〈
務
間
同
課
)

蹴
T

春
帯
域
が
ま
だ
拍
仰
び
な
い
う
ゆ
り
い
い
、
拠
出
ぬ
セ
ン
チ
ば

か
り
め
肉
質
で
自
弁
空
白
い
花
が
咲
く
。
山
田
剖
い
い
綾
滋
に

み
ら
れ
る
待
問
灘
高
示
。
そ
ク
レ
ン
柊

軍基金約木総祭……山赤ちゃんとともにすくすくど育ってほ Lいも斡です

民主事時

協鵡融資実亙〕

壊がで

償
却
掛
市
議
総
公
社
は
、
限
移

問
問
十
九
あ
夜
中
に
布
役
小
学
総

会
)
問
機
改
築
を
品
開
め
、
陥
榔
蛸
鮒
九

同
開
五
千
八
世
間
一
刀
伺
に
も
の
ぼ
る

帯
構
柑
舗
を
町
訂
病
問
ど
お
り
行
な
っ
て

い
ま
す
。

二
料
月
二
十
w
u
判
的
制
州
議
会
中

学
校
体
制
符
柑
期
務
時
叫
に
品
開
リ
、
一
品

阿
月
五
日
に
市
問
機
予
定
的
湖
北
台

濁
小
学
校
同
盟
内
議
勤
務
・
布
後

小
学
校
増
波
紋
e

官
同
野
山
小
学

校
新
築
等
主
、
り
」
日
ば
な
教
湾

総
数
が
定
成
型
れ
つ
つ
あ
り
ま

す‘
今
年
淀
川
同
終
に
、
同
部
瀞
陶
製
締

約
、
金
数
引
き
し
め
等
で
資
金

線
開
問
が
尽
榔
維
な
状
線
で
す
e

こ
の
中
て
士
時
略
的
近
い
炎

金
は
、
志
向
公
共
溶
絞
殺
絡
的

意
婆
怜
を
副
司
解
し
て
い
た
だ
い

た
市
内
金
融
機
.
問
問
各
伎
の
ご
協

力
に
よ
り
調
達
宰
れ
た
も
的
で

す。
市
民
的
方
々
の
脳
間
金
が
、
教

授
等
的
建
築
に
終
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
慢

消
防
綴
・
消
防
総
は
、
時
叫
績

の
制
訓
練
等
で
桝
例
え
た
体
力
を
発

揮
し
、
中
市
民
の
み
な
さ
ん
の
防

火
議
識
の
向
上
と
普
及
を
践
的

と
し
れ
九
州
明
大
統
紋
火
会
(
あ
俊

樹帆抑制
i
中
央
公
民
銭
)
ふ
が
い
と
何
月

一
一
円
口
に
行
な
い
ま
し
た
。

一
一
十
五
チ

i
ム
が
参
加
し
た

大
会
内
総
菜
は
次
め
と
お
ワ
。

一
一
位
滋
役
所
臨
時
ロ
珂

一
…
一
昨
…
哨
問
時
間
務
総
四
月

開
俊
樹
削
十
三
分
同
開

…
主
役
第
十
分
開
問

3 ・7 シ

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
金

融
臨
時
燃
は
次
の
と
お
り
で
す
怨

千
葉
銀
行
総
様
子
支
抑
制

宇
都
哨
制
相
互
銀
行
我
孫
子
女
波

予
築
興
談
相
館
行
我
孫
子
支
出
柏

市
恥
批
体
制
執
行
殺
孫
子
支
出
塙

求
総
徳
一
戸
銀
行
我
沼
知
子
支
庖

附
開
策
銀
行
品
科
吋
知
子
支
宿

常
叫
開
銀
行
我
孫
子
交
感

品
料
開
附
国
間
刷
会
機
殺
孫
子
支
出
閉

山
隣
同
同
信
販
金
閣
時
校
時
知
子
主
務

総
ケ
融
問
健
闘
期
金
線
布
役
査
機

さ
ら
に
、
一
日
粧
品
寓
齢
制
後
・
上

水
滋
感
業
績
'
下
水
道
多
数
俄
'

土
抗
措
間
開
発
公
社
事
裁
蜘
闘
に
つ
い

て
も
、
市
内
会
数
機
関
間
各
伎
の

ど
協
力
に
よ
り
、
叫
副
総
ど
お
り

怯
他
行
き
れ
る
目
見
激
し
で
す
。

市
回
民
的
方
々
の
貯
後
以
ぺ
添

市
円
余
儀
出
向
同
開
各
絞
め
理
終
に
よ

り
、
市
町
公
共
投
交
に
ふ
り
h
u

げ
ら
れ
、
住
み
よ
い
我
見
知
子
市

内
建
紘
綴
織
が
許
制
閥
的
に
進
出

ら
久
吉
お
り
ま
す
紗

浅
日
‘
泌
氏
の
み
な
さ
ん
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
保
ー
し
い

U

L

と
と
き
を
お
遜
し
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

が
え
鴻
機
関
は
、
州
開
花
閥
抗
北
口

か
ら
送
迎
パ
ス
へ
然
科
)
が
で

さ
お
り
ま
す
匂

同

V

A

》

A

V

G

校
単
一
を
数
々
の
き
桜
の
ど
寄

贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
っ
と
族
文
臨
時
を
設
綬
す
る

築
市
胞
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
協
力
〈
ど
き
る

よ
う
お
綴
い
し
ま
す
。

つつじ主義文療への番手量議場量減税時)

l 氏

985 



(5) 

議
宅亀

50. 3. 16 び

ず
喝

j

〆

'
炉
診
、勤(山

人
関
捌
入
学
を
m
m
え
る
お
子
様

を
お
持
ら
の
ご
家
織
で
は
師
向
か

と
陀
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
‘

大
切
な
綾
淡
町
雪
国
鳴
を
お
れ
て
は

い
な
い
寸
し
よ
う
か
?

援護

茶
た
ま
に
は
問
先
を
変
え
て
、

茶
叫
判
然
し
も
い
い
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
、
あ
な
た
の

く
ふ
う
で
食
事
を
滋

L
い
も
め

い
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

蒸

し

家
ん
な
ん
は
M
M
め
て
か
・
匂
入

れ
て
下
さ
い
e

③
そ
こ
に
削
叩
液
を

7
分
同
制
ま
で

放
さ
ま
す
。

ニ
め
降
、
液
的
表
一
期
に
で
き

た
泌
を
取
り
公
っ
て
下
さ
い
e

会撃
で 1
8割に
滅的
脅し
fドて
') 1.ご・
ま L'
す 3
o グ〉

吉1

ゆ
楽
し
茶
伎
に
出
仰
を
下
に
し
て

腕
怖
を
入
れ
ま
す
.

料理講廊金子英代能先生

品入総

ß~4j顎(だし 4 カァブ胃
t議小I、しょうゆ
大しみ守ん大1) 
と')1蒋{手)J'l)
ぎん主ん、みつii

、Mvv 3 

、4a
F
J
‘
吟

L
，ι匂
L
1ふ俳

芳
、
‘
し

人

拘

μ

}

1

笥語吋

ー

‘

そ

そ

j
J
}

尾
み
み
九
喝

1

1
η
泰
H
H

大

自

3

{

自

-

机
聞
は
淡
〈
て
栄
鐙
儲
の
官
時
い

も
め
で
す
υ

少
し
手
間
告
か
け
る
だ
け
で
、

大
変
お
い
し
く
会
べ
ら
れ
ま
す
内

そ
の
例
を
ど
紹
介
し
ま
し
ょ

@
 

~
q，一

め
し
た
を
し
て
議
終
口
入
れ
ま

す。
中
楽
せ
い
ろ
の
場
合

は
、
絞
め
約
3
分州問

品
開
火
で
蒸
し
市
首
絡
が

浅
く
変
っ
て
き
た
ら

や
火
で
約
5
分間閥、

更
に
火
を
緩
め
吉
約

7
1
8
分
同
州
‘
合
わ

せ
て
日
時
1
M
m
分
開
問
で

者
2
5
N
S
£
Z
き
8
J
8

ぞ，e
J
8
r
t
d
f辛
J
8
8
6
4荒
凄
J
tー
も
も
1
1

①
帥
却
は
一
一
一
枚
い
れ
お
ろ
し
統
合
を
か
け
綴
号
、
熱
泌
を

か
き
、
全
体
を
刊
M

紛
れ
に
m
w
加
え
て
の
ば
し
ま
す
¢

号
ま
す
e

③
ざ
る
に
齢
期
内
務

9
身
を
の
せ

塩
を
ふ
号
か
け
て
‘
刊
山
分
開
問

お
き
ま
す
。

品

w滋
が
な
と
ん
ど
ら
、
品
開
世
間
で

世
相
ふ
り
を
し
て
ア
ク
と
ゑ
呉

さ
金
取
り
向
ぞ
き
ま
す
。

品
W
蛸
納
に
ふ
部
み
そ
・
き
と
う
曹
吋
閥

し
よ
う
ゆ
を
入
れ
て
中
火
に

鱗
の
み
そ
議

。
煮
た
っ
た
宮
こ
ろ
へ

帥
聞
を
入
れ
、
金
品
裂
け

を
加
え
て
や
火
で
約
7
i
s

分
間
煮
こ
み
ま
す
u

出

W
燃
に
絞
っ
て
針
生
生
育
を
叉
暗
躍

。
に
し
ま
す
。

材
料
し
あ
が
り
ま
す
。

新

設

し

ゃ

仲
村
お
ど
お
し
か
っ
た
新
校
L

や
が
、
や
っ
と
お
来
上
が
り
ま

し
た
。白く
て
開
出
陣
聞
だ
て
で
、
大
事

安L3て
裁
措
綿
子

4
H
ク
ラ
ブ

円
作
品
開
総
附
問
も
広
〈
、
東
京
余

波
は
も
ち
み
ん
‘
な
か
に
は
葉

山
や
熱
海
ま
で
行
く
人
も
い
る
。

取
緑
、
づ
口
問
的
判
も
‘
ね
ぎ
・
は

う
れ
ん
骨
格
e

き
つ
ま
い
も
・
米

を
ど
が
中
心
マ
、
ト
?
ト
・
生

叫
番
=
み
っ
ぱ
な
ど
時
総
統
柏
刊
は
情

n

聞
は
回
世
わ
な
い
。

向
日
蔚
に
従
事
し
て
い
る
年
令

機
も
喰
後
骨
肉
は
六
十
五
歳
を
家

訓
閉
じ
絞
年
少
で
ふ
十
一
一
段
、
平

均
年
令
が
附
間
十
八
絞
で
あ
る
。

行
指
閉
め
比
比
率
は
‘
際
会
-uv就

い
隊
約
を
背
負
う
議
労
燃
や
¥

抽
出
的
成
樹
附
よ
り
も
老
い
が
目
サ
い

986 
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の
を
離
新

品
位
繭
ん

険
関

諜
保
留
綾

判
例
筏
抽
出
開
閉
し
て
い
る
後
同
席
検

者
総
は
三
例
月
三
十
一
口
闘
で
陥
税
関
m

で
魯
な
〈
な

9
ま
す
か
ら
‘
お

浴
〈
め
ん
球
場
で
お
紋
号
か
え
下

事
い
。ま
た
市
役
所
窓
口
で
も
獲
鎖

し
て
い
ま
す
。

更
新
会
場
で
は
陥
納
税
制
制
緩
も

行
な
っ
て
お
守
ま
す
め
で
、
ど

う
ぞ
ご
創
刊
同
市
下
き
い
。

(
留
保
年
金
剤
師
)

ω他
的
公
的
年
金
約
夜
か
ら
老

令
(
退
職
)
年
金
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
色
た
と
え
ば
、

共
演
迅
職
年
金
を

一
受
け
る
資
伸
明
あ
n
y
。
:
陶
淳
一
比
出
汁

四時曽

&輔

と
と
も
に
、
燃
ゑ
和
十
余
か
ら
も

三
年
に
級
品
一
千
る
滋
務
年
金
を

没
け
ら
れ
ま
ず
a

問
時
幾
年
ふ
礁
に
郊
入
し
て
い
る

と
き
、
六
十
議
以
上
で
あ
れ
ば

共
演
年
金
は
、
九
苦
闘
間
受
持
り
な
が

ら
続
げ
ら
れ
ま
す
.

二
年

4
若
全
年
金

厚
生
諸
問
盟
問
民
年
金

S
{
十
年
以
上
受
給
資
搭
)

T

・2BB
B
B
L

，z，毛
笹

eaZ222著
書

2222zzzzz寄
書
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こ
的
場
合
同
同
、
開
明
白
押
一
ぷ
十
六

年
間
開
nn
一
u
M
H
M
惜
倒
的
修
ゑ
年
金

v 議事

が
一
年
以
上
あ
れ
ば
、
特
例
に

よ
っ
て
受
給
丹
資
格
が
出
て
、

厚
生
年
金
よ
9
二
年
内
通
算
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

出
山
崩
品
品
柘
を
ど
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
こ

K
6

開
都
帆
持
法
に
よ
る
替
通
悶
品
絡
を

受
け
て
る
ガ
〈
W

悶
絡
に
よ
っ
て

後
殺
し
た
綴
人
紛
漁
附
胤
地
時
も
含

ま
れ
ま
す
。

こ
的
対
は
、
昭
和
…
一
一
小
六
部

制
間
同
月
一
日
以
降
公
的
年
金
縦
波

に
こ
や
以
上
向
加
入
綴
泌
が
為

れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
六
十
歳
か

ら
通
算
年
金
を
受
げ
ら
れ
ま
す
ぬ

(
つ
づ
く
)

毎
月
第
一
・
一
二
水
稽
討
に
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
絡
談
・
手

続
き
を
受
け
て
い
ま
す
B

{
留
保
年
金
譲
)

wv
欄
間
関
川
…
阿
川
島
】
十
一
ぷ
自
(
m
m
)

V
綴
品
問
機
開
削
減
Mm
子
総
溺
門
川

午
約
九
時
吋

今
問
問
は
制
服
出
問
を
州
事
え
て
M

相官閉

め
桜
木
内
的
滋
地
検
を
ゆ
・
む
に

探
為
し
ま
す
や

ケ
リ
e

コ
ガ
モ
・
カ
ル
が
そ

等
は
常
速
で
す
。

解
散
は
午
後
一
一
待
で
す
。

(
野
鳥
を
守
る
会
)

糾
烏
龍
生

税
制
加
予
防
い
い
}
一
月
二
十
五
円
口

か
ら
、
新

L
い
惜
別
府
内
臨
時
議
♂
八

十
問
問
悶
汐
が
級
生
一
し
ま
し
た
。

新
し
い
ほ
刷
会
合
で
の
学
級
約
な

サ
ー
ビ
ス
醐
洲
品
開
法
、
品
寸
停
の
秋

以
降
と
な
る
目
見
込
で
9

す九

こ
れ
で
市
内
丹
潟
品
世
絵
、
八

十
二
局
・
八
十
三
日
?
八
十
問
問

符
，
八
十
八
回
珂
・
八
十
九
日
珂
と

五
局
に
な
号
ま
し
た
屯

(
我
四
時
手
掛
略
報
篭
一
錨
院
時
)

。
務
制
限
的
制
を
時
糟
晴
況
に
お
側
繍
凶
り
す

る
た
め
「
泰
弘
い
を
必
ず
つ

け
て
下
き
い
。

。
転
居
B

守
れ
た
方
、
絞
臨
時
き
れ

る
方
同
拍
車
問
後
閥
均
に
「
転
毘
嶋
田
噛
い

を
滋
し
て
下
さ
い
。

。
頭
脳
民
受
描
帽
を
必
ず
つ
け
て
下

き
い
a

剤
耐
師
揖
開
局
で
は
一
銭
千
開
四
十
自
m
門

で
お
舗
網
与
し
て
い
ま
す
。

議
出
議
暫
定
操
作

に
よ
る
小
貝
州

増
水
の
お
そ
れ

四
明
夜
持
組
設
省
で
は
盛
期
胤
嶋
(

せ
き
〉
的
工
事
を

L
て
い
ま
す

が
、
か
ん
が
い
期
間
中
(
コ
一
月

十
五

5
1
八
月
十
五
日
)
は
豊

田
出
掛
曜
に
農
業
用
水
確
保
の
た
め

筏
求
m
内
野
奮
を
行
い
ま
す
。

酔
貯
向
輔
君
れ
た
出
品
水
は
上
流
燐

の
液
況
に
よ
っ
て
、
と
き
ど
き

緩
か
ら
放
出
偽
す
る
と
き
が
あ
9

ま
す
の
で
綴
下
中
略
的
小
貝
川
が

ゑ
数
に
機
水
す
る
お
そ
れ
が
あ

。
ま
す
.

緩
か
ら
輸
相
補
胤
す
る
と
き
は
事

総
に
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
で
、
れ
U
s
然
ら
せ
し
ま
寸
的

で
制
的
関
舶
に
は
泳
険
で
す
か
ら
除

号
な
い
で
下
幸
い
。

な
お
サ
イ
レ
ン
的
吹
鴨
方
法

は
次
め
と
お
り
で
す
。

品

作

休

肌
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叫
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権
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v
澄
名
品
柑
援
の
方
か
ら
名
人
組
隅

校
卒
掛
離
に
コ
一
一

nm門
内
務
付
が

公開問斡開醐問忙都鴻榊掛橋
H

品輸持品諮問札

制
問
内
務
付
が
あ
守
ま
し
た
e

w
棚
湖
北
小
の
気
掛
臓
の
務
事
ん
か

ら
‘
議
後
古
学
暢
滑
に
一
万
双
千
九

否
二
十
九
m
円
の
衛
官
伶
が
あ
り
ま

し
た
V
立
競
臨
時
事
ん
(
表
松
…
闘
。

i
二
)
か
を
旬
、
つ
つ
ヒ
荘
」

に
二
千
開
門
的
寄
付
が
あ
ワ
ま

拙
回
線
的
ご
好
祭
に
感
謝
し
有

効
に
後
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ま
た
判
制
拾
仙
台
中
修
絞
め
体
育

輪
開
祭
淡
い
い
だ
し
次
的
努
品
け
が
あ

号
ま
し
た
。

ザ
千
濃
紺
鴨
玄
蜘
臓
器
刊
袖
崎
総
合
実
績

か
ら
移
動
式
然
様

wv
立
端
科
掛
揖
時
限
数
式
会
社
か
h
F

一?大

銭
軍
機
柔
滋
織
か
ら
措
隅
品
入
れ
戸

糊
梢

V
食
航
路
医
院
か
ら
各
種
ポ
ー
ル

五
十
綴

有
効
に
時
間
b
A
V，
て
い
た
だ
き

ま
す
。日

総
終
目
的
湖
北
ム
口
野
球
場

時
間
織
に
関
す
る
打
九
合
わ
せ
を

行
な
い
ま
す
。

制
判
開
削
予
定
殺
は
お
緩
ま
れ
ソ
下

草
い
V
R腕
吋
公
附
月
二
十
1

…
隠
{
時
〉

午
後
…
眺
吋
…
丸
十
分

干
場
所
湖
北
会
党
~
自
治

〈
教
管
委
関
門
会
)

裁

技習

講和世
マ
悶
時
四
月
七
お
か
ら
問
問
問
丹

十
…
日
ま
で
の
午
後
一
待
か

ら
関
時
吋

V
蝋
噛
例
制
糊
此
拡
セ
ン
タ
i

曹
人
数
二
十
人
綴
波

T
対
象
者
約
機
を
翁
緩
す
る

方
で
日
臨
鵬
棋
の
為
る
方

wv
携
特
録
制
ウ

i
ル
縁
地
帯
口
八
分

と
裁
縫
疎
開
骨

V
申
込
先
我
孫
子
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淡
路
余
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ザ
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鱒
訓
明
臨
制
一
応
鱒
月
二
十
市
鳥
居

議
割
問
削
竹
は
録
制
村
で
す
。

物
肘

7
姑
践
に
耐
門
絞
め
あ
っ
せ
ん

を
し
ま
す
α

中
小
企
業
設
備

送
免
化
費
金

貸

付

説

明

会

総
務
五
十
年
淡
、
設
備
近
代

化
焚
付
事
薬
及
び
糾
融
機
時
限
与
一
帯

絞
め
券
拍
慨
を
問
問
符
丹
…
日
か
ら
一
付

金
い
ま
す
的
で
‘
出
叩
し
込
み
給

制
滅
的
方
は
総
務
会
場
に
‘
お
い

で
下
き
い
e

v
n
H臨
時
三
月
二
十
日
(
木
)

午
後
一
一
降

格
商
問
ヱ
会
議
所

(
経
滋
振
興
課
)

会欝

V
総
務

捕
槻
絞
め
予
防
総
柑
慨
を
行
な
い

ま
す
@
時
繍
期
刺
殺
は
、
ゑ
後
M
M
m
M
n
か

ら
お
ヵ
均
的
お
手
書
ん
で
す
@

門
口
調
幌
は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
告

ご
ら
ん
下
き
い
。

髄
ぬ
脅

z
h
V偽
p
i

耐苦手!JI.綴談公定東我孫子青年館 9.30-11.00
13.00-15.0。

重量殺官接近代化資金書聖持続級会m 幸喜説話こζ会議採
14.00-

W 官憲3車線言葉芯布役。都青年館 9.30-11.00
13.0事-15.事告

Lil"if.金絡ま菱=r主Jj!~白、 -1.10.0告-15.悲喜

;，ミ

水

木

li8 

10 

i参

21 喜重=中央病段{霊宝島章一0171)

22 

⑧ 

ゴェ

24 

伊主筆E話会三三我孫子駅南口官.00集会
ωr悶犠滋番涯=増田渥院 (88-2840)

nu 

A
U
V
 

O
自
・

の“
M
曹の
"uw
併

huw
・1

お
お
~

~
~
泌

告
書
ふ

A
H
v
a
H
V
Qザ

4
4
時

1
1
"
 

舷

h
y

年

ン

育
館
セ

土
年
社

蒋
膏
一
総

出
T
相
抑
一
一

北
往
時
鋭

機
お
鍋
畑

一
一
官
珊

篠
田
臨

緩

心

般

常

@ 23 

月

納税相談車部聞一一…一納税のお腰い

市緩Z霊可望書i色合中央集会言語 14.号事-15.意書
"'"行激4畠主主・人権綴喜華綴E薬品中炎公災絞殺，君事-15.幸吉;よ:25 

午後13:ω-16:00真書割 午善寺9:30-12:∞

f長戸地尽
き持24罫;

{鈴本-t量ll;;毛主的}

おきえ主総織にご協力ください。

今 F守的E結後数紋
.. E毒泰寺 3 )守31ぉ 〈月)

午商草9多寺30分~午後 4持

事時偽脊・福祉センター

<F緩若草=東我孫子青年童書 14.告書-15.号車
オく26 

3
月
後
期

自立総}護軍量的府機復z 綴祉センター 14.00-15.白書
木27 

手是認手数秘書毒殺主主
釜本 j昌広

3持ま昔話 i
{丸寺事通岩井運送車欝}

1 宵i1J J'告lK3丹26SI 
I (帯由古スーパー緯り}

湖北台団地

(東集会所)

@場所

機械推師事事籍

~~華}詩人嫌 2名

静塁悪著書事費絡 S 23. 4. 2 
b給与
静童書豪華議践 し濠処理場

静毒事告欝1'1 3月318

""機痕z 仮設青年館(公民館総)
14.00-15.ω 1n: 

こと

28 

2多
3月27日""1'1家霊き話番重!l=中央線後{童書毒事…0111)30 

筆者ィポ与野 閲 1也

(児童設量産自範}官官~)

20罷〈木〉

中陣土地 R
(rp持主青年銘前)

草月28自

毘〈土〉掴建資蟻鵠税台轄の繰襲撃期間は 3丹 1

師r種痘桧官舎=，謂;s:中鉢上予寄与童書 14.章容-15.告書
月

987 

31 




